








































　平成 9年度から地域保健法及び母子保健法等が全面施行となり、保健所保健婦は二次的

専門的ケアを分担することになった。しかし実際には保健所保健婦がどの程度病児や障害

児に関わっているのか、情報源や他機関との連携、また研修の状況など実態が不明なため、

今年度は現場の保健婦、保健婦長、本庁指導部門の保健婦等に対してアンケート調査を実

施し、「保健婦が担当した専門的ケアを必要とする小児」の疾病分類別の集計を中心に実

態を明らかにした。即ちまだ粗集計であるが、保健婦がかなり高度で専門性の高い疾患児

を担当していること、ケアをしていく上で知識、技術及び他機関他職種との連携等に関す

る不安を抱えていること、小児保健医療の専門研修について充実向上の必要性が高いこと、

総合的な母子保健ケアシステムの確立している自治体が少ないことなどの実態が把握でき

た。


